
四国地方整備局ＩＣＴ施工経営者講習会 開催概要

主 催 ： 四国ICT施工活用促進部会（四国地方整備局、四国四県、建設関連協会）
日 程 ： 令和６年１０月８日（火）１３：３０～１６：３０
場 所 ： Web形式（Teams）による開催
目 的 ： ICT活用工事の更なる普及 ～ＩＣＴ活用の普段使いへ～

（ICT施工の裾野を広げるため、地域を地盤とする建設業と行政職員を対象）

講 演 者 ： ＣＲＡＦＴＣＯＭ株式会社 代表取締役 沖山 達哉 氏
株式会社ＳＵＲＤＥＣ 取締役社長 緒方 正則 氏
一般社団法人日本建設機械施工協会 イノベーション部長 二瓶 正康 氏

参 加 者 ： １３９名
（徳島県２０名、香川県３９名、愛媛県４４名、高知県１４名、その他２２名）

○日程等

・ICTに特化した補助金等の拡充 ・発注者指定型の拡大
・ICT施工技術のさらなる技術革新 ・従業員の意識改革
・経営者、現場サイドの意識改革 ・発注者側の普及促進活動
・難しいというイメージの払拭 ・3次元設計の内製化
・ICT関係書類の削減 ・もっとＰＲ！

○参加者より

ＣＲＡＦＴＣＯＭ（株） 沖山 氏

（株）ＳＵＲＤＥＣ 緒方 氏

(一社)日本建設機械施工協会 二瓶 氏

ＩＣＴ施工を実施したことによるメリットについて

ＩＣＴ施工を実施したことによるデメリットについて

R5年度

R5年度

R6年度

R6年度

○傾向

◆ICTを活用したことによるメリットに「利益」をあげた企業が出てきている。
◆デメリットに「費用」をあげた社が前年度より減少したが、苦手意識は根強い。

◆ ICT施工普及促進のために、これまで以上に何が必要か？

・仕事の仕方の変化を好まない世代が上層部に多い
・発注者のICTに関する知識が少ない
・3次元設計データ作成の部分がネック
・地方が生き残る手段としてマストアイテムになるはず

◆ その他の意見


